
 

 

 

 

 

 

 

 「コミコミスクスク No.214」でご紹介させていただいた“夢

みる小学校”の上映会が近づいてきました。全国各地でも“夢み

る小学校”の上映会が計画され、兵庫県でもこの近くでは 7月 2

日に加古川市でも上映会が開かれます。全国で開かれる“夢みる

小学校”の上映会の主催者を見てみると、子育て中の保護者の方

が中心になって立ち上げたものが多いのが特徴ではと思います。

明石での上映会も、明石市の学校にお子さんを通わせておられる

保護者の方がこの指とまれ的なネットワークで集まった“こども

の未来を開く会 明石”のみなさんです。集まった皆さんに共通

しているのは“子どもたちの未来を考えている”ということではと感じています。“子どもたち

の未来を考えている”中で、変わらない教育の仕組に疑問を持ち、共に考えていきたいという想

いが原動力になっているのではと思います。 

 そんな“こどもの未来を開く会 明石”の皆さんは、この上映会が終了後解散する予定でした

が、“子どもたちの未来”を考えていくネットワーク的なつながりこれからも必要だということ

で、活動を継続されることになったようです。 

その一つの試みとして現在“夢みる小学校 感想交流会（仮）”を

企画中です。上映会の当日午前の部・午後の部の上映後には、それそ

れの部で感想の交流を予定されていますが、「じっくりと感想をベー

スに明石のこれからの教育について対話ができたらいいですね」と投

げかけたことで、この企画が動き始めました。その一歩として 6月

10日（土）の夜、“こどもの未来を開く会 明石”のスタッフの方とオンラインでキックオフミ

ーティングを行いました。お子さんを寝かしつけてからのスタートでしたが、上映会に向けての

打ち合わせも忙しい中時間をつくって行われてきたんだと、上映会開催に向けて裏側にあるご苦

労を垣間見た気がしました。 

まだまだ話を始めたばかりで、オンラインになるか、対面になるか、またはハイブリットかと

これから詰めていかないといけない話は多いですが、こうした打ち合わせ自体が子どもの未来を

考えていくことになるんだろうなと思います。この“夢みる小学校 感想交流会（仮）”は上映

会で映画を見られた方だけでなく、“夢みる小学校”を見逃された方も一緒に参加していただけ

たらと話し合っています。何よりも、まず“子どもの未来に向けて”の対話（雑談）が始まり、

広がっていけばいいなと思っています。 
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みなさんと 17日に会場でお会いできるのを楽しみにしています。また、“夢みる小学校 感想

交流会（仮）”が詳しく決まりしだいお知らせさせていただきます。 

トライやる・ウィークが 6月 5日から 6月 9日までの 5日間実

施されました。 

そこで、この機会にトライやる・ウィークって何？ともう一度

トライやる・ウィークを考えてみたいと思います。 

“トライやる・ウィーク”は 1998年（平成 10年）にスタート

しました。1995年の阪神・淡路大震災、1997年の神戸連続児童殺

傷事件後、「心の教育緊急会議」の提言もあり“トライやる・ウィーク”がスタートしました。 

“トライやる・ウィーク”は「地域や自然の中で、生徒の主体性を尊重した様々な活動や体験

を通して、豊かな感性や創造性などを自ら高めたり、自分なりの生き方を見つけることができる

よう支援する」というねらいを持ってスタートしました。 “トライやる・ウィーク”というと職

場体験といったイメージが浮かんできますが、“地域に学ぶ”というキャッチフレーズの通り、

地域の中で多様な人や社会の仕組に出会うことで、学びに向かう原動力や人生に向かう原動力と

なる“人間力”を培うものです。地域で学ぶトライやる・ウィークを整理したのがこの図です。 

 また、“トライやる・ウィーク”は“トライやる・ウィーク”単体で成立するものではなく、兵

庫型「体験教育」という一連の流れの中で考えていく必要があると考えます。 

兵庫型「体験教育」はこうした体験事業で構成され

ています。 

〇環境体験事業 小学校 3年 

〇自然学校事業 小学校 5年 

〇青少年芸術体験事業ワクワクオーケストラ教室 

                  中学校 1年 

〇地域に学ぶ「トライやる・ウィーク」中学校 2年 

〇高校生ふるさと貢献事情「トライやる・ワーク」 高校 1年生中心 

〇高校生就業体験事業「インターンシップ推進プラン」 高校生 2年生中心 

担当学年になると、どうしても単体で見てしまう傾向があります。それだけに、教育課程全体

でデザインしていく必要があると考えます。どうしてこの体験必要なんだろうといった原点に戻

って対話することが、体験させることが目的ではなく、こうした体験活動を柱として、「生きる

力」を支える人間力を育む仕組を創っていくことにつながっていくのだと考えます。その対話は

校内だけでなく、保護者や地域も一緒に対話できる仕組が必要です。松が丘小で松が丘サミット

で地域のことを考え、松が丘プロジェクトで自分たちが考えたことを実行し始めた頃、いつかこ

の活動を経験した子たちが、トライやる・ウィークで 5日間限定の地域貢献できる会社を“起

業”できたらいいねとまわりで話をしました。兵庫型「体験教育」を見直してみると、こうした

横のつながり、縦のつながりを紡いでいくのが学校・家庭・地域といった垣根を超えた対話なん

だと考えます。そうした対話の仕組がコミュニティ・スクールだと考えます。 

学校の外では、保護者の方や地域の方が子どもたちの未来を考え、この指とまれ方式で自ら動

き始める流れが生まれてきていると感じます。その流れをスムーズにしていくのが対話なんだと

考えます。                             （文責：北本） 
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